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「
備
え
あ
れ
ば
憂
い

な
し
」
な
ど
と
い
っ

て
、
ア
メ
リ
カ
の
戦

争
に
日
本
を
組
み
込
む
有
事

法
制
を
次
か
ら
次
へ
と
成
立

さ
せ
て
き
た
の
が
小
泉
純
一

郎（
あ
え
て
呼
び
捨
て
）。
彼

は
「
自
衛
隊
の
い
る
所
が
非

戦
闘
地
域
」
と
、
憲
法
の
交

戦
権
否
認
を
く
ぐ
り
抜
け
る

詭
弁
を
弄
し
て
イ
ラ
ク
派
兵

ま
で
行
っ
た
。
結
果
は
、

「
政
府
の
解
釈
に
よ
っ
た
と

し
て
も
憲
法
九
条
第
１
項
に

違
反
す
る
」
と
い
う

年
4

08

月

日
の
名
古
屋
高
裁
判
決

17
（
確
定
）
で
す
▼
似
た
も
の

に「
内
部
留
保
将
来
の
備
え
」

と
し
た
の
が
、
日
本
経
団
連

副
会
長
大
橋
洋
治
氏
（
全
日

本
空
輸
会
長
）
で
し
た
。
中

日
新
聞
の
1
月

日
付
「
春

28

闘

雇
用
・
賃
金
の
行
方
」

09
で
連
合
事
務
局
長
と
の
「
労

使
対
論

展
望
を
聞
く
」
で

の
大
見
出
し
で
す
▼
内
部
留

保
と
い
う
言
葉
自
体
が
、
愛

労
連
、
全
労
連
な
ど
で
し
か

使
わ
れ
な
か
っ
た
印
象
が
あ

る
と
き
、
昨
年

月

日
の

12

24

中
日
新
聞
1
面
に
「
内
部
留

保

兆
円
…
4
万
人
削
減
」

33
「
6
年
半
で
倍
増

た
め
込

む
企
業

社
中
5
社
が
増

16

配
へ
」
と
取
り
上
げ
た
。
隔

世
の
感
が
あ
る
▼
今
は
、
あ

た
か
も
自
然
災
害
の
ご
と
く

「
百
年
に
一
度
の
経
済
危

機
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
賃
上
げ
な
ど
を
拒
む

理
由
と
し
て「
将
来
の
備
え
」

と
し
て
き
た
の
を
そ
の
ま
ま

使
う
と
こ
ろ
に
、
財
界
の
う

ろ
た
え
振
り
と
同
時
に
頑
な

さ
も
見
え
る
。
し
か
し
、
世

論
は
「
株
主
配
当
よ
り
も
雇

用
」
と
我
々
を
後
押
し
し
て

い
る
。（
福
）

３・１５春の大集会
と き ３月１５日（日）１３時から

ところ 久屋市民広場

※集会終了後、栄広場までパレード

他
府
県
か
ら
も
救
済
求
め

閉園時間が近づき、本丸御殿復元工事を始める作業員

市
が
打
ち
出
し
た
４
大
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
他
に
東
山
動
植
物

園
再
生
プ
ラ
ン
５
０
０
億
円
・

モ
ノ
づ
く
り
文
化
交
流
拠
点
２

０
０
億
円
・
陽
子
線
が
ん
治
療

施
設
２
７
０
億
円
）
の
総
事
業

費
は
１
０
０
０
億
円
超
。

大
切
な
税
金
が
１
０
０
億
円

単
位
で
予
算
化
さ
れ
る
一
方
、

派
遣
切
り
に
あ
い
、
住
居
を
失

っ
た
労
働
者
が
連
日
、
中
村
区

役
所
に
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

４
大
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

総
事
業
費
１
０
０
０
億
円

名
古
屋
市
は
、
ポ
ス
ト
万
博

と
し
て
４
大
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
ひ
と
つ
「
名
古
屋
城
本
丸

御
殿
復
元
」
に
１
５
０
億
円
を

つ
ぎ
込
む
予
定
で
す
。

総
工
費
の
う
ち

億
円
を
市

50

民
や
地
元
企
業
か
ら
の
寄
付
に

頼
る
と
し
て
い
ま
す
が
、「
急

激
な
景
気
悪
化
の
影
響
を
受

け
、
昨
夏
か
ら
伸
び
悩
ん
で
い

る
（
１
／

読
売
新
聞
）」
と
報

20

道
さ
れ
て
い
ま
す
。
寄
付
金
額

の
メ
ド
も
立
た
な
い
中
、
１
月

日
に
は
復
元
着
工
記
念
式
典

19を
開
き
ま
し
た
。
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名古屋市 これって、今やること？

な
ぜ
い
ま
本
丸
御
殿
？

中
村
区
の
生
活
保
護
係
に

は
、
年
明
け
の
５
日
か
ら
平
均

１
０
０
名
の
相
談
者
が
訪
れ
ま

す
。
２
月
３
日
ま
で
に
２
１
１

０
人
が
来
所
。
状
況
は
１
ヵ
月

た
っ
て
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

面
接
員
の
菅
谷
秀
昭
さ
ん
は

言
い
ま
す
。「
毎
日
、
新
規
の

相
談
者
が

人
ほ
ど
訪
れ
ま

20

す
。
い
つ
の
時
点
で
パ
ン
ク
す

る
か
…
」。

人
い
る
保
護
係

45

で
も
国
の
基
準
に
照
ら
す
と
、

ま
だ

人
足
り
ま
せ
ん
。「
現

10

状
で
は
家
庭
訪
問
な
ど
、
本
来

の
業
務
が
で
き
な
く
な
っ
て
い

ま
す
」。
相
談
を
受
け
る
職
員

の
体
も
心
配
で
す
。

大
阪
か
ら
名
古
屋
の

シ
ェ
ル
タ
ー
へ

昼
休
み
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
炊
き
出
し
が
お
こ
な
わ

れ
、
待
合
室
と
化
し
た
講
堂
前

の
ロ
ビ
ー
に
相
談
者
が
並
び
ま

す
。
順
番
を
待
つ
３
人
組
の
一

人
は
大
阪
で
派
遣
切
り
に
。

「
小
型
テ
レ
ビ
を
つ
く
っ
て

い
た
」
と
話
す
男
性
は
大
阪
の

い
る
間
、
相
談
者
同
士
で
情
報

交
換
を
し
て
い
ま
す
。

自
治
体
か

ら
紹
介
さ

れ
、
名
古
屋

の
シ
ェ
ル

タ
ー
（
緊
急

一
時
宿
泊

施
設
）
を
求

め
て
来
ま

し
た
。

「
ア
パ
ー
ト
は
決
ま
っ
た
の

で
、
仕
事
探
し
を
始
め
て
ま

す
」
と
男
性
。
順
番
を
待
っ
て

臨時受付所で相談者の応対をする職員

面
接
員
で
あ
り
、
組
合
で
は

支
部
の
副
支
部
長
を
つ
と
め
る

菅
谷
さ
ん
。「
相
談
者
の
多
く

は
少
額
し
か
持
ち
合
わ
せ
て
い

ま
せ
ん
。
緊
急
の
要
求
と
し

て
、
ま
ず
は
宿
泊
場
所
で
す
」

と
施
設
の
確
保
が
最
優
先
と
話

し
ま
す
。「
派
遣
切
り
対
策
は
、

そ
も
そ
も
福
祉
の
問
題
で
は
な

く
、
労
働
行
政
の
問
題
」
と
も

指
摘
。

労
働
者
派
遣
法
の
抜
本
改
正

な
ど
を
早
期
に
実
現
し
、
労
働

組
合
と
し
て
「
行
政
・
企
業
」

に
社
会
的
責
任
を
求
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。（
Ｒ
）

行
政
・
企
業
は
責
任
果
た
せ

住
居
な
い
人
が
あ
ふ
れ
て
い
る
の

住
居
な
い
人
が
あ
ふ
れ
て
い
る
の
にに

派
遣
切
り
に
あ
い
、
仕
事
や
住
ま
い
を
失
っ
た
労
働
者

が
、
生
活
保
護
申
請
の
た
め
、
中
村
区
役
所
に
連
日
、
集
ま

っ
て
き
て
い
ま
す
。
対
応
に
追
わ
れ
る
職
員
が
疲
弊
す
る

中
、
名
古
屋
市
が
今
、
本
当
に
す
べ
き
こ
と
は
本
丸
御
殿
を

復
元
す
る
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

金 吟錦錦錦錦錦錦

窟沓 虞虞虞虞虞虞

１
月

日
、
中
区
・
栄
の
ナ

22

デ
ィ
ア
パ
ー
ク
で
「
直
接
請
求

署
名
ス
タ
ー
ト
集
会
」
が
お
こ

な
わ
れ
、
６
０
０
人
が
集
ま
り

ま
し
た
。

集
会
実
行
委
員
会
は
「
民
間

保
育
園
の
補
助
金
を
守
り
、
名

古
屋
全
体
の
保
育
水
準
を
切
り

下
げ
な
い
た
め
に
も
、
公
立
保

育
園
を
守
る
こ
と
が
大
切
」
と

発
言
。
公
立
保
育
園
廃
園
・
民

営
化
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票

条
例
の
制
定
を
め
ざ
し
て
、
１

ヵ
月
間
で

万
筆
の
署
名
を
集

10

め
る
目
標
で
す
。

壇
上
で
発
言
し
た
瑞
穂
区
の

受
任
者
（
署
名
を
集
め
る
人
）

代
表
は
「
住
民
投
票
を
し
、
市

民
の
声
を
き
ち
ん
と
受
け
止
め

て
か
ら
決
め
て
ほ
し
い
。
そ
の

た
め
に
も
頑
張
り
ま
す
」
と
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。

住
民
投
票
条
例

直直
接
請
求
運
動
始
ま

直
接
請
求
運
動
始
ま
るる

公立保育園を

なくさないで！



愛 労 連

１
月

日
（
月
）、
労
働
会

13

館
東
館
ホ
ー
ル
で
「
２
０
０

９
年
新
春
の
集
い
」
が
、
争

議
団
、
自
由
法
曹
団
、
国
民

救
援
会
の
３
団
体
合
同
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

愛
知
争
議
団
か
ら
は
黒
島

英
和
議
長
が
一
年
の
闘
い
を

振
り
返
っ
て
あ
い
さ
つ
。

「
ト
ヨ
タ
過
労
死
裁
判
、

内
野
さ
ん
の
勝
利
判
決
に
つ

づ
き
、
２
月
と
７
月
に
取
り

組
ん
だ
裁
判
所
包
囲
宣
伝
行

動
な
ど
共
同
の
行
動
が
、
ス

ギ
ヤ
マ
薬
品
、
ト
ヨ
タ
・
デ

ン
ソ
ー
労
災
裁
判
で
の
勝
利

判
決
へ
と
勝
利
の
流
れ
を
つ

く
り
出
し
ま
し
た
。
そ
し
て

争
議
団
は
、
愛
労
連
・
地
域

労
連
に
結
集
し
、
争
議
団
と

し
て
組
合
を
組
織
し
て
活
動

し
、
派
遣
切
り
、
雇
い
止
め

は
許
さ
な
い
と
た
た
か
う
仲

間
を
励
ま
し
、
共
に
頑
張
り

た
い
」
と
、
す
べ
て
の
争
議

の
一
日
も
早
い
解
決
を
め
ざ

し
て
、
奮
闘
す
る
決
意
を
表

明
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
自
由
法
曹
団
宮

田
陸
奥
男
支
部
長
、
救
援
会

阪
本
貞
一
会
長
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
主
催
者
を
代
表
し
て
あ
い

さ
つ
を
受
け
ま
し
た
。

あ
い
さ
つ
に
か
け
つ
け
た

太
田
よ
し
ろ
う
さ
ん
は
、

「

年
間
米
屋
を
や
り
、
市

40
民
の
生
活
を
い
つ
も
間
近
に

み
て
き
て
、
こ
れ
で
は
い
か

ん
…
と
。
本
山
市
政
で
『
ポ

ス
ト
の
数
ほ
ど
保
育
所
を
』

と
掲
げ
た
市
民
の
運
動
の
よ

う
に
、
憲
法
･
福
祉
が
根
付

く
市
政
の
実
現
に
向
け
て
頑

張
る
」と
決
意
が
表
明
さ
れ
、

「
み
な
さ
ん
ぜ
ひ
と
も
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
い
さ
つ
の
あ
と
は
安
藤

巌
会
長
の
音
頭
で
乾
杯
を
お

こ
な
い
、
社
会
人
グ
ル
ー
プ

「
須
鼓
路
（
す
こ
ろ
）」
の
皆

さ
ん
に
よ
る
大
須
太
鼓
の
元

気
な
演
奏
を
聴
い
て
、
酒
を

酌
み
交
わ
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
救
援
美
術
展
の

取
り
組
み
か
ら
激
励
金
が
、

各
争
議
団
・
え
ん
罪
支
援
組

織
に
渡
さ
れ
、
最
高
の
激
励

を
受
け
ま
し
た
。

最
後
に
、
争
議
を
た
た
か

っ
て
い
る
仲
間
が
紹
介
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
思
い
と
決
意

を
語
り
、
盛
況
の
中
、
２
０

０
９
年
新
春
の
つ
ど
い
は
閉

会
し
ま
し
た
。

佳

夏

可

嫁

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加
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たたかう仲間たち NO.５0

愛知争議団連絡会 事務局長 勅使河原勇

２００９年新春のつどい開催

労
働
契
約
法
で
は
、
派
遣
切

り
の
中
途
解
約
を
認
め
な
い
条

項
と
し
て

条
が
有
名
に
な
り

17

ま
し
た
が
、
安
全
配
慮
義
務
を

明
文
化
し
た
第
５
条
も
忘
れ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

第
５
条
（
労
働
者
の
安
全
へ

の
配
慮
）
使
用
者
は
、
労
働
契

約
に
伴
い
、
労
働
者
が
そ
の
生

命
、
身
体
等
の
安
全
を
確
保
し

つ
つ
労
働
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
必
要
な
配
慮
を
す
る
も

の
と
す
る
。

安
全
配
慮
義
務
の
考
え
方

は
、
労
働
者
が
う
つ
病
に
罹
患

し
自
殺
し
た
電
通
事
件
の
最
高

裁
判
決
（

年
３
月

日
）
な

00

24

ど
、
裁
判
例
の
積
み
重
ね
に
よ

っ
て
当
然
視
さ
れ
て
は
来
ま
し

た
。し

か
し
、
こ
の
条
文
は
使
用

者
の
「
職
場
環
境
整
備
義
務
」

「
職
場
環
境
調
整
保
持
義
務
」

を
明
確
に
定
め
て
は
い
ま
せ

ん
。
こ
れ
ら
を
安
全
配
慮
義
務

の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の
と
し

て
具
体
化
さ
せ
て
い
く
の
は
、

労
働
組
合
の
役
割
で
す
。

職場の安全は法律を具体
化させる労組の役割大

安全
衛生
ひとくひとくちち

メモ

１
月

日
、
政
府
の
安
全

28

保
障
会
議
は
、
ア
フ
リ
カ
東

部
の
ソ
マ
リ
ア
沖
に
、
海
上

自
衛
隊
の
護
衛
艦
を
派
遣
す

る
こ
と
を
正
式
に
決
定
し
ま

し
た
。
海
賊
対
策
の
た
め
、

自
衛
隊
法
に
基
づ
く
海
上
警

備
行
動
だ
と
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
麻
生
首
相
は
、
こ
れ

は
「
当
面
の
応
急
措
置
」
で

本
格
対
応
の
た
め
の
新
法
案

を
３
月
に
国
会
に
提
出
す
る

と
表
明
し
ま
し
た
。

武
器
使
用
基
準
の

大
幅
緩
和
も

海
上
警
備
行
動
を
定
め
た

自
衛
隊
法
第

条
は
、
日
本

82

近
海
で
の
人
命
財
産
の
保
護

と
海
上
秩
序
維
持
の
規
定
で

あ
り
、
こ
ん
な
拡
大
解
釈
が

ま
か
り
通
る
な
ら
、
世
界
の

ど
こ
に
で
も
自
衛
隊
を
派
遣

す
る
こ
と
が
で
き
て
し
ま
い

ま
す
。

海
賊
対
策
を
口
実
の
派
遣

は
、
憲
法
と
自
衛
隊
法
に
照

ら
し
て
も
絶
対
に
許
さ
れ
ま

せ
ん
。

武
器
使
用
基
準
も
大
幅
な

緩
和
を
ね
ら
っ
て
い
ま
す
。

海
賊
船
へ
の
立
ち
入
り
検

査
、
停
船
、
制
止
を
実
施
す

る
方
針
で
、
船
体
へ
の
攻
撃

や
射
撃
も
想
定
し
、
相
手
を

殺
傷
す
る
場
合
も
考
え
ら
れ

ま
す
。
し
か
も
武
器
使
用
基

準
は
公
表
し
ま
せ
ん
。

解
決
は
軍
事
力
で
は

な
く
警
察
権
で

問
題
の
ソ
マ
リ
ア
は
、
１

９
９
１
年
以
来
の
内
戦
で
、

国
土
と
経
済
が
破
壊
さ
れ
、

沿
岸
を
守
る
警
備
機
関
も
な

い
た
め
に
、
海
賊
が
横
行
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
年

間
２
万
隻
が
航
行
す
る
ソ
マ

リ
ア
沖
は
、
海
賊
の
絶
好
の

標
的
に
な
っ
て
い
ま
す
。

海
賊
行
為
は
犯
罪
で
す
。

し
た
が
っ
て
軍
事
力
で
は
な

く
、
警
察
権
で
対
応
す
べ
き

で
あ
り
、
本
来
海
上
保
安
庁

の
任
務
で
す
。

自
衛
艦
の
派
遣
は
、
た
と

え
日
本
が
直
接「
武
力
行
使
」

を
行
わ
な
い
と
し
て
も
、
他

国
と
の
共
同
軍
事
行
動
の
後

方
支
援
を
行
え
ば
、
明
白
な

憲
法
違
反
で
す
。
昨
年
４
月

に
、
イ
ラ
ク
派
兵
は
憲
法
と

自
衛
隊
法
に
違
反
す
る
と
し

た
名
古
屋
高
裁
の
判
決
法
理

と
同
様
と
な
り
ま
す
。

現
地
が
望
ん
で
い
る
の

は
、
周
辺
国
が
行
っ
て
い
る

海
上
警
察
活
動
へ
の
財
政
・

技
術
支
援
で
あ
り
、
自
衛
隊

の
派
兵
を
行
う
べ
き
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。（
克
）

謂

井

遺

亥

違違違違違違違違違違違違違違違

違違違違違違違違違違違違違違違

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医

で職場

地域
話しあって
みよう！

ソ
マ
リ
ア
沖
供
海
賊
対
策
僑口
実
に

自
衛
隊
の
海
外
派
遣
を
狙
う

第１８７号 （２）（２）

引
き
金
を
ひ
い
た
」
非
正
規
切

り
が
全
国
に
吹
き
荒
れ
る
な
か

で
始
ま
り
ま
し
た
。

羽
根
議
長
は
「
昨
年
末
に
は

全
労
連
も
参
加
す
る「
派
遣
村
」

が
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
大
き
く
取

り
上
げ
ら
れ
、
愛
労
連
の
宣
伝

行
動
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
報
道
さ
れ
て

派
遣
切
り
問
題
で

機
敏
に
対
応

愛
労
連
は
、
蒲
郡
勤
労
福
祉

会
館
で
第

回
臨
時
大
会
を
開

40

催
し
、

春
闘
方
針
を
決
定
し

09

ま
し
た
。

今
年
の
春
闘
は
「
ト
ヨ
タ
が

い
る
」
と
紹
介
。

秋
の
組
織
拡
大
月
間
で
は
昨

年
の
２
倍
の
１
２
０
０
人
が
加

入
し
、
な
か
で
も
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
愛

知
地
本
に
は
３
ヵ
月
で
３
５
０

人
も
の
外
国
人
労
働
者
が
加
入

し
て
い
ま
す
。

「
首
相
で
す
ら
大
企
業
の
内

第４０回愛労連臨時大会
傍聴者も含め、

170人が参加

し、活発な討論で春闘方針を決定した＝１月25日

大
会
で
は
名
古
屋
市
職
労
か

ら
「
派
遣
切
り
さ
れ
住
む
と
こ

ろ
を
失
っ
た
労
働
者
が
中
村
区

役
所
に
殺
到
し
て
い
る
」
実
態

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
春
闘
は
非
正
規
労
働

者
の
雇
用
問
題
が
大
変
重
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
、

建
交
労
な
ど
か
ら
中
小
企
業
の

厳
し
い
経
営
実
態
が
報
告
さ
れ

る
一
方
、
三
菱
電
機
の
派
遣
切

り
と
た
た
か
う
全
国
一
般
名
古

屋
北
部
青
年
ユ
ニ
オ
ン
、
同
豊

橋
地
域
分
会
の
青
年
か
ら
元
気

に
た
た
か
っ
て
い
る
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。

通
信
労
組
、
郵
産
労
、
銀
産

労
な
ど
少
数
組
合
で
も
全
労
働

者
の
要
求
を
掲
げ
て
た
た
か

い
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い

る
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
賃
生
活
体
験
に

１
０
０
人
の
青
年
が
参
加

青
年
協
幹
事
全
員
が
最
賃
体

験
に
取
り
組
む
な
ど
、
今
年
も

１
０
０
人
を
こ
す
青
年
が
「
体

験
」
に
参
加
し
ま
す
。
今
年
の

春
闘
は
「
す
べ
て
の
労
働
者
が

ま
と
も
に
暮
ら
し
て
い
け
る
雇

用
も
賃
金
も
」
と
要
求
し
て
た

た
か
わ
れ
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
地
域
の
公

的
病
院
、
県
立
高
校
の
授
業
料

滞
納
問
題
な
ど
市
民
・
国
民
の

く
ら
し
を
守
る
公
務
職
場
の
た

た
か
い
も
リ
ア
ル
に
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

保
育
の
仲
間
か
ら
は
民
営
化

反
対
の
取
り
組
み
、
天
白
労
連

か
ら
は
名
古
屋
市
長
選
挙
勝
利

に
む
け
た
た
た
か
い
の
決
意
が

語
ら
れ
ま
し
た
。

３
・

春
の
大
集
会
へ

１５
こ
の
春
は
愛
労
連
・
愛
商
連
・

新
婦
人
・
社
保
協
の
４
団
体
で

共
同
行
動
が
取
り
組
ま
れ
ま

す
。
２
月

日
、
地
域
総
行
動

18

に
続
き
2
月

日
、「
く
ら
し

22

と
営
業
、
生
活
・
労
働
街
頭
相

談
」（
栄
ス
カ
イ
ル
前
）
を
共
同

で
開
催
し
ま
す
。

3
月

日
に
は
久
屋
市
民
広

15

場
で
「
春
の
大
集
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
集
会
前
後
に
は
各

駅
で
宣
伝
行
動
・
ア
ピ
ー
ル
行

動
を
行
い
名
古
屋
市
内
を
〝
騒

然
〟
と
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

２００９年２月１０日

雇
用
守
る
闘
い
最
大
の
課
題
に

愛
労
連
の
と
り
く
み
全
国
に

部
留
保
を
口
に
せ
ざ
る
を
え
な

い
。
い
ま
全
労
連
・
愛
労
連
、

た
た
か
う
労
働
組
合
の
出
番

だ
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

しんぶん赤旗より

すべての争議の一日も早い解決めざし

派遣切り､雇い止めは許さない､共同のたたかいを



愛 労 連
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１
月

日
、
第

回

30

11

福
保
労
青
年
部
総
会
を

お
こ
な
い
、
名
古
屋
市

長
選
挙
予
定
候
補
者
の

太
田
よ
し
ろ
う
さ
ん
も

激
励
に
み
え
ま
し
た
。

福
保
労
の
総
会
は
二

部
制
に
し
て
い
ま
す
。

第
一
部
は
議
案
提
案
、

第
二
部
で
は
楽
し
く
学

ぼ
う
♪
と
組
合
の
こ
と

が
学
べ
る
ゲ
ー
ム
を
し

て
い
ま
す
。

第
一
部
の
総
会
で

は
、
会
議
で
軽
食
（
ホ

ッ
ト
ド
ッ
ク
・
も
ち
ピ

ザ
・
そ
う
め
ん
・
ホ
ッ

ト
ケ
ー
キ
な
ど
）
を
用

意
し
た
り
、
色
々
な
分

会
に
行
っ
て
会
議
を
お

こ
な
う
出
張
青
年
部
な

ど
、
会
議
に
集
ま
り
や

す
い
工
夫
を
引
き
続
き

方
針
と
し
て
行
っ
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。第

二
部
で
は
チ
ー
ム

に
分
か
れ
て
ジ
ェ
ン
ガ

を
早
く
積
み
上
げ
る
ゲ

ー
ム
と
、
的
当
て
ゲ
ー

ム
を
行
い
ま
し
た
。
的

当
て
は
三
択
の
問
題
で

正
解
だ
と
思
う
も
の
に

ボ
ー
ル
を
当
て
る
と
い

う
も
の
。「
派
遣
法
の

成
立
は
何
年
？
」や「
組

合
の
は
じ
ま
り
は
？
メ

ー
デ
ー
？
団
交
？
共

済
？
ど
れ
で
し
ょ
う
」

「
愛
知
の
最
低
賃
金
は

い
く
ら
で
し
ょ
う
？
」

な
ど
、
解
説
も
交
え
楽

し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
青
年
が
楽
し

く
関
わ
れ
る
組
合
活
動

を
、
今
年
も
行
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
青
年
部
発
）

組合の歴史も楽しく学ぼう♪
福保労青年部総会でゲームを交えた学習交流NO.34

単産・単組や地域でのとりくみを

写真（デジタルでも可）と簡単な文

章でお寄せください。しめきりは毎

月４日までに愛労連事務局必着。

詳しくは…

℡052-871-5433(龍尾)まで

E-mailpost@airoren.gr.jp

みんなのとりくみ
お寄せください

愛労連と愛知春闘共闘主催の新春大学
習会は朝日新聞編集委員の竹信三恵子
さんなどが講演。１８２人が参加した。

1/１０

トヨタの入るミッドランドスクエア前
で「労働者派遣法の抜本改正を」と４０
人が宣伝。ＮＨＫ･中京ＴＶも報道。

1/７

愛労連０９旗開きを名古屋市公会堂でお
こない、８８人が参加。沖縄のエイサー
が軽快にオープニングを飾った。

1/１０

愛知青年革新懇（青年ネット）で作家
の雨宮処凜さんを招き､トークディス
カッションを開催。９９人が交流した。

1/1７

１年間がんばりま～す

（３） ２００９年２月１０日 第１８７号

最賃引き上げ・だれでも１万円以上

賃上げこそ内需拡大
春
闘
が
本
格
化
し
ま
し
た
。
愛
労
連
は
、
非
正
規
切
り
が
す

09
す
む
な
か
、
雇
用
を
守
る
課
題
を
前
面
に
か
か
げ
、
内
需
拡
大
を
め

ざ
し
「
雇
用
も
賃
上
げ
も
｣
実
現
し
よ
う
と
、
す
べ
て
の
単
産
・
地

域
で
と
り
く
み
を
す
す
め
よ
う
と
よ
び
か
け
て
い
ま
す
。

愛
労
連
は
賃
金
の
引
き
上
げ

に
つ
い
て
、
最
低
賃
金
時
給
１

０
０
０
円
以
上
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。
２
月
を
「
最
賃
生
活
体

験
月
間
｣
と
し
、
現
行
の
時
給

７
３
１
円
で
月
額
計
算
し
た
額

（
１
０
８
０
０
０
円
余
）
で
生

活
し
、
最
低
賃
金
の
低
さ
を
暴

露
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

体
験
に
先
だ
っ
て
１
月
23

「
生
活
保
護
」よ
り「
最
低
賃
金
」が
高
い
？

生
活
体
験
で
暴
い
て
や
ろ
う

講演のあと野村さ

ん(全労連青年部書

記長)と生活体験を

決意し、ガッツポーズする青年＝１月２３日

日
、
学
習
会
を
開
催
。
北
海
道

労
連
青
年
協
・
最
賃
ヒ
キ
ア
ゲ

ル
ン
ジ
ャ
ー
の
経
験
と
、
最
低

賃
金
引
き
上
げ
の
意
義
を
、
野

村
昌
弘
・
全
労
連
青
年
部
書
記

長
の
講
演
で
学
び
ま
し
た
。

最
賃
抑
制
の
た
め

で
た
ら
め
な
比
較

昨
年
厚
労
省
は
、「
愛
知
は

生
活
保
護
水
準
よ
り
最
低
賃
金

が
上
ま
わ
っ
て
い
る
｣
と
い
う

結
果
を
出
し
ま
し
た
。
生
活
保

護
水
準
は
低
く
、
最
低
賃
金
は

高
く
見
せ
か
け
ま
し
た
。
最
低

賃
金
を
抑
制
す
る
た
め
で
す
。

１
万
円
の
賃
上
げ
は

消
費
拡
大
に
直
結

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と
と

も
に
、
だ
れ
で
も
１
万
円
の
賃

上
げ
を
か
か
げ
て
い
ま
す
。

正
規
･
非
正
規
問
わ
ず
、
す

べ
て
の
労
働
者
に
１
万
円
以
上

の
賃
上
げ
が
実
現
す
れ
ば
消
費

は
大
き
く
拡
大
し
ま
す
。

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
や
低
所
得

層
は
、
賃
上
げ
分
を
貯
蓄
す
る

性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

大
企
業
の
輸
出
頼
み
の
経
済

か
ら
内
需
拡
大
の
経
済
に
転
換

し
て
い
く
た
め
に
、
雇
用
確
保

と
と
も
に
、「
だ
れ
で
も
１
万

円
以
上
｣
の
賃
上
げ
は
大
き
な

意
義
が
あ
り
ま
す
。

ゆ
と
り
が
な
く
、
必
需
品
購
入

に
回
し
ま
す
。
消
費
拡
大
は
地

元
経
済
に
好
影
響
を
あ
た
え
、

ひ
い
て
は
中
小
零
細
企
業
の
活

餐
暫

斬
斬

斬
斬

斬
斬

斬
斬

斬
斬

斬
斬

斬
斬

斬
斬

斬
斬

斬
斬

斬
斬

斬
斬

斬

雇
用
保
険
制
度
の
改
正
・
拡
充
が
急
務

現
在
非
正
規
労
働
者
は
１
７

０
０
万
人
と
い
わ
れ
、
そ
の
う

ち
１
０
０
６
万
人
が
雇
用
保
険

未
加
入
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

短
期
雇
用
の
契
約
を
く
り
返

し
て
い
る
非
正
規
労
働
者
は
ほ

と
ん
ど
加
入
し
て
い
ま
せ
ん
。

い
ま
、
国
会
で
雇
用
保
険
の

改
正
案
が
上
程
さ
れ
て
い
ま

す
。「
１
年
以
上
雇
用
の
見
込

み
｣
を
「
６
カ
月
以
上
｣
に
変

え
る
と
い
う
も
の
で
す
が
、
こ

の
「
改
正
｣
で
は
、
わ
ず
か
１

４
８
万
人
し
か
救
わ
れ
ま
せ

ん
。
短
期
雇
用
（
例
え
ば

日
31

以
上
）
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ

る
よ
う
な
改
正
が
必
要
で
す
。

ま
た
「
日
雇
特
例
被
保
険
制

度
｣
も
あ
る
も
の
の
、
ほ
と
ん

ど
機
能
し
て
い
ま
せ
ん
。

保
険
料
の
引
き
下
げ
は
企
業

負
担
を
減
ら
す
だ
け
で
、
抜
本

改
正
に
は
な
り
ま
せ
ん
。「
雇

用
保
険
制
度
｣
を
改
正
し
、
雇

用
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し

て
の
制
度
の
拡
充
・
活
用
を
は

か
る
こ
と
が
急
務
で
す
。

なんと 世界でサイテー

０９
春闘

発効年月月 額(円)国 名

09.1251,139ルクセンブルグ

08.10219,614オーストラリア

08.7207,614オランダ

08.7202,169フランス

08.10200,316ベルギー

08.10191,419イギリス（22歳以上）

09.1131,977アメリカ

08.10122,088日本

俺たちもチャレンジ

■最賃体験ごくろうさん会
＆春闘ボウリング大会のご案内

と き 3月15日（日）17時頃（予定）集会終了後
ばしょ 千早「ブランズウイック」

地下鉄「鶴舞」駅徒歩約10分
※最賃体験をしていない人も参加ＯＫ。お問い合わせ下さい。

※１ユーロ=153.04円､1(米ドル)＝104.82円､１(英ポンド)＝

192.36円(08年5月～08年11月平均）､１(豪ドル)＝88.37円、

月額設定のない英･米は､条件をそろえるため､40時間×52週

÷12で換算。 資料＝月刊全労連より

目標の改憲には好都合 高木 徹

日本と欧米各国の最低賃金額
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「
今
年
も
最
賃
体
験
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
」
と
話
す

宮
脇
智
司
さ
ん
。「
普
段
か

ら
家
計
簿
を
つ
け
て
い
る
」

と
言
い
ま
す
が
、「
今
月
は

飲
み
会
の
予
定
も
多
い
し
、

３
日
目
で
月
額
全
体
の

分
10

の
１
は
超
え
て
し
ま
っ
た
か

も
」
と
苦
笑
い
で
す
。

組組
合
で
知
識
を

組
合
で
知
識
を

身
に
つ
けけ
よよ

身
に
つ
け
よ
うう

入
職
し
て
間
も
な
く
労
組

に
加
入
。「
で
も
活
動
を
真

面
目
に
始
め
た
の
は
こ
こ
数

年
で
す
」
と
宮
脇
さ
ん
。
職

場
で
は
「
人
員
削
減
と
と
も

に
仕
事
も
道
具
も
減
ら
さ
れ

て
い
る
」
と
感
じ
ま
す
。

「
仕
事
を
守
る
た
め
に
も
知

識
を
身
に
つ
け
る
に
は
、
労

働
組
合
で
学
ぶ
の
が
一
番
」

と
活
動
を
始
め
、
労
働
学
校

に
も
通
い
ま
し
た
。

「
た
だ
楽
し
く
仕
事
を
し

た
い
だ
け
な
ん
で
す
」。
宮

脇
さ
ん
の
職
場
は
下
水
管
の

修
理
な
ど
外
回
り
の
仕
事
が

中
心
で
す
。「
地
域
住
民
か

ら
感
謝
さ
れ
る
瞬
間
な
ど
、

や
り
が
い
が
あ
る
」と
話
し
、

「
先
輩
に
は
勝
て
な
い
で

す
。
と
っ
さ
の
対
応
、
切
り

替
え
は
す
ご
い
」
と
背
中
を

見
て
学
ぶ
毎
日
で
す
。

職
場
や
組
合
活
動
を
通
じ

て
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
遊
び
に

行
く
仲
間
も
で
き
ま
し
た
。

「
こ
の
ま
ま
同
じ
職
場
で
頑

張
っ
て
い
き
た
い
け
ど
、
来

年
以
降
の
見
通
し
が
立
た
な

い
」
と
宮
脇
さ
ん
。

今
回
の
大
企
業
に
よ
る
大

量
の
派
遣
切
り
は
、
公
務
員

攻
撃
の
追
い
風
に
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。「
他
都
市
に
比
べ
、

名
水
労
の
組
合
は
強
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
危
機
感

を
感
じ
て
い
ま
す
」
と
も
。

「
一
生
懸
命
仕
事
を
し
て
い

る
か
ら
こ
そ
、
職
場
に
少
し

だ
け
迷
惑
を
か
け
て
組
合
活

動
が
で
き
る
ん
で
す
よ
ね
」

と
語
る
宮
脇
さ
ん
。

仕
事
と
組
合
活
動
は
車
の

両
輪
。
現
場
の
供
声
僑
が
活

動
を
支
え
、
行
政
を
動
か
し

ま
す
。

（
R
）

鴬

沖

黄

荻

鴎鴎鴎鴎鴎鴎鴎鴎鴎鴎鴎鴎

鴎鴎鴎鴎鴎鴎鴎鴎鴎鴎鴎鴎

岡
岡
岡
岡
岡
岡
岡
岡
岡
岡
岡
岡
岡
岡
岡
岡

岡
岡
岡
岡
岡
岡
岡
岡
岡
岡
岡
岡
岡
岡
岡
岡

宮脇智司さん
自治労連愛知県本部
名古屋水道労働組合

職
場
を
守
り

楽
し
く
働
き
た
い

派遣切り、期間工切りが社

会問題になっています。それ

に併せて、労働者の権利侵害

も増えてきています。この間

の実例を報告します。

ゴルフ場のキャデイの相談

です。キャデイの多くは、給

与が月給制ではなく、出勤歩

合制とラウンド制を取り入れ

ています。

今回の相談は、マスター室

責任者とキャデイの折り合い

が悪く、仕事を取り上げると

いうペナルティがつづき、給

料なしという「兵糧攻め」。キ

ャデイとしてのプライドを傷

つけられ、退職を余儀なくさ

れるという状態でした。

相談者は､ローカルユニオ

ンに加入して交渉。トラブル

の要因は「マスター室の主任

にあること、ペナルティの運

用の不当性」を追及。身分の

保全と謝罪および慰謝料を請

求。交渉の過程で相談者が

「退職を選ぶ」こととなり､会

社側は制度にない退職慰労金

25万円と12月分の賃金を全

額支払い、年休取得､会社都

合退職をかちとりました。

いま、労働者の権利が〝圧

殺〟されています。これをな

くすには時間が必要です。労

働組合に結集して、ねばり強

い交渉が必要なのです。

労組加入･交渉で“人間の尊厳”をとりもどす

NO.57 自治労連

■くらしの相談会
2月22日(日)12:00～
栄・スカイル前
■愛知派遣切り抗議大集会
2月22日(日)13:00～
東海テレビ・テレピアホール
■3・1ビキニデー
2月28日(土)～3月１日(日)
静岡県焼津市
■金属労働者東海のつどい
3月1日(日)14:00～
栄・名古屋市教育館
■地方分権･道州制を考える市民対話集会
3月7日(土)14:15～
県産業貿易館本館特別会議室

■
重
工
産
業
労
組

執
行
委
員
長

加
藤
克
之
／
書

記
長

土
田
征
夫

【
ク
イ
ズ
の
答
え
】

前
号
１
８
６
号
（
１
月
号
）

ク
ロ
ス
・
漢
字
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

の
答
え
は
「
キ
ン
ガ
シ
ン
ネ
ン

（
謹
賀
新
年
）」
で
し
た
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10

名
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を
送
り

ま
す
。

間
ら
し
さ
〟
を
と
り
も
ど
す
時

代
に
な
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
組
合
加
入
、
組
合
づ
く
り

と
厳
し
い
中
で
光
明
を
照
ら
す

闘
い
が
前
進
し
て
い
る
こ
と
が

う
れ
し
い
で
す
ね
。

（
年
金
者
組
合
・
原
田
寛
）

■
要
求
書
を
出
し
て
も
期
限
内

に
回
答
が
な
い
。
そ
れ
も
期
限

が
過
ぎ
て
か
ら
、
こ
っ
ち
が
言

っ
て
は
じ
め
て
回
答
を
出
す
。

お
か
し
く
な
い
？

（
郵
産
労
・
原
口
幸
隆
）

■
榛
名
湖
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富

士
い
い
で
す
ね
～
。
ピ
シ
ッ
と

心
が
ひ
き
し
ま
る
感
じ
が
し
ま

８
６
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

湯
浅
さ
ん

は
、「
年
越
し

派
遣
村
か
ら

見
た
日
本
社

会
」
と
題
し
て

２
時
間
た
っ
ぷ

り
と
講
演
し
ま

し
た
。

「
今
回
の
こ

の
事
態
は
、

非
正
規
労
働

者
が
急
増
し

て
か
ら
初
め

て
の
不
況
。
今
ま
で
は
、
仕
事

が
た
ま
た
ま
継
続
さ
れ
て
い
た

だ
け
で
、
危
う
い
綱
渡
り
が
表

面
化
し
た
も
の
だ
」
と
。

そ
し
て
「
今
の
社
会
は
『
す

べ
り
台
社
会
』
で
、
派
遣
切
り

に
あ
っ
た
労
働
者
に
社
会
保

障
・
生
活
保
障
が
ほ
と
ん
ど
効

力
を
発
し
な
い
。
一
度
つ
ま
ず

第

回
あ
い
ち
社
保
学
校
が

10

２
月
１
日
、
労
働
会
館
東
館
ホ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
の
講
演
は
、「
反
貧
困

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
事
務
局
長

で
、
年
末
年
始
、「
年
越
し
派
遣

村
」
で
脚
光
を
浴
び
た
村
長
の

湯
浅
誠
さ
ん
。

ロ
ビ
ー
ま
で
人
が
あ
ふ
れ
、
２

■
人
を
モ
ノ
と
し
か
感
じ
な
く

な
っ
た
企
業
の
将
来
は
社
会
的

批
判
の
中
で
孤
立
し
て
い
く
の

で
し
ょ
う
ね
。
新
自
由
主
義
、

市
場
原
理
主
義
も
挫
折
し
そ
う

に
減
速
気
味
。

世
紀
が
〝
人

21

求
、
寮
か
ら
の
退
去
規
制
な

ど
」
を
あ
げ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
正
規
労
働
者
も
労

働
組
合
も
こ
の
問
題
を
自
ら
の

問
題
と
し
て
運
動
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
提
起
し
ま
し
た
。

講
演
後
、
名
古
屋
の
派
遣
切

り
の
実
態
を
、
日
本
共
産
党
名

古
屋
市
議
・
鷲
野
恵
子
さ
ん
が

報
告
。
午
後
か
ら
は
、
東
北
大

学
教
授
の
日
野
秀
逸
さ
ん
か
ら

「
医
療
・
社
会
保
障
危
機
と
脱

出
方
法
」
と
題
し
て
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。

く
と
す
べ
り
台
の
よ
う
に
社
会

の
底
辺
ま
で
落
ち
て
し
ま
い
、

貧
困
が
固
定
化
し
て
、
ど
ん
な

条
件
で
も
働
か
ざ
る
を
得
な
い

『
ノ
ー
と
言
え
な
い
労
働
者
』

が
作
り
出
さ
れ
て
い
る
。『
派

遣
村
』
で
や
っ
た
こ
と
は
生
活

の
再
建
、『
ノ
ー
と
言
え
る
労

働
者
』
を
作
り
出
す
こ
と
だ
」

と
話
し
ま
し
た
。

総
合
相
談
窓
口
の
設
置
・

派
遣
先
の
責
任
追
及
を

湯
浅
さ
ん
は
続
い
て「『
ノ
ー

と
言
え
な
い
労
働
者
』
を
大
量

に
出
現
さ
せ
る
こ
と
は
、
労
働

市
場
の
質
を
落
と
す
こ
と
に
な

り
、
正
規
で
働
い
て
い
る
人
も

含
め
て
労
働
市
場
を
低
下
さ
せ

る
こ
と
に
つ
な
が
る
」と
指
摘
。

年
ま
で
に
解
決
す
べ
き
こ
と

09と
し
て
、「
シ
ェ
ル
タ
ー
と
総

合
相
談
窓
口
の
設
置
、
中
途
解

約
に
対
す
る
派
遣
先
責
任
の
追
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第１０回あいち社保学校で２８６人が学ぶ

講演をする湯浅誠さん
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■ヨコのカギ

１ 同姓……の人もいます

４ ＮＨＫ大河「天地人」の主役

は……聡さん

７ サザエ料理といえば……

９ 夜空にきらめく

10 碁や将棋のプロのこと

11 本番前に……演習をする

14 無罪……になる

15 ……二つのそっくりさん

16 赤い実は食べられます

18 自動……機は便利です

19 独唱、独奏

21「表」の反対

22 蟹工船が缶詰に加工したも

のは？

24 ……を割ったような性格

■
タ
テ
の
カ
ギ

１

２
つ
の
宇
宙
船
が
…
…

２

見
た
だ
け
で
す
っ
ぱ

い
！

３

…
…
と
い
う
ほ
ど
食
べ

た

５

保

温
・
保

冷

容

器
。

…
…
瓶

６

…
…
に
二
言
は
な
い

８

人
の
考
え
や
行
動
に
心

か
ら
賛
成
す
る
こ
と

青
と
紫
の
間

12

不
在
証
明

13

天
に
ま
か
せ
る

15

大
ス
タ
ー
、
…
…
ひ
ば

17

り

Ｗ
Ｂ
Ｃ
日
本
代
表
監
督

18

い
ろ
り
の
そ
ば

20

「
海
胆
」「
雲
丹
」
と
書

21

き
ま
す

薄
利
…
…
の
出
血
サ
ー

22

ビ
ス

転
落
事
故
に
注
意
！

23

《解き方》「梅」は「ウメ」
または「バイ」と読んでく
ださい。二重ワクの５文字
をうまくならべると言葉が
できます。ヒントは中の絵。

※ハガキに答え、住所、氏名、組合名と近況や紙面に対する感想・
意見を記入の上、3月5日までに愛労連（〒456-0006名古屋市熱田
区沢下町9-7労働会館東館3F）まで応募下さい。正解者の中から、
抽選で図書カードを進呈します。なお、お寄せいただいたハガキの
中から近況や感想・氏名・組合名を紙面で紹介させていただきます。

ククロス・漢クロス・漢字字
ワードパズワードパズルル

す
。「
山
歩
」な
く
な
る
の
は
残

念
で
す
ね
。

（
愛
高
教
・
寺
村
博
幸
）

■
名
古
屋
が
も
っ
と
福
祉
に
力

を
入
れ
て
い
っ
て
ほ
し
い
の
で

市
長
選
を
応
援
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。（
名
古

屋
市
職
労
・
諸
戸
三
和
子
）

住所 名古屋市中区大須4-14-57 山岸ビル１階
電話 052-243-4460 FAX 052-243-4461
交通 地下鉄｢上前津｣駅 ②番出口から東へスグ

太田よしろうさん
名古屋市長選予定候補者

事務所のご案内

「年越し派遣村から見た日本社会」

〒460-0011


